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背臥位．前後方向．側臥位から上体をねじれのないように，
ブッキーに対して非検側が 40°斜位になるように寝かせる．
必要ならば背中にクッションなどを入れる．検側の下肢は伸
展，非検側の下肢は屈曲させ，体軸に歪みがないようにする
こと．非検側の上肢は挙上させる．呼気時撮影．
ブッキーに垂直．短軸は肋骨弓下縁，もしくは腸骨稜 2 横指
上に，長軸は腹壁と臍の中点に入射．
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 75kV　200mA　0.25sec　100cm　（＋）腰椎斜位

※臥位のポジション（腰椎 2方向）では⇒ p158 参照

腹壁
（背中の皮膚面）

入射点

腰椎斜位

腸骨稜 2横指上に，長軸は腹壁と臍の中点に入射．40°斜位．
水色楕円はおよそ臍の位置．‖の線は，臍から入射点と入射点から腹壁（背中の
皮膚面）の距離が同等であることを示している．


